病棟チームカンファレンス記録
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＜連絡事項＞
・当直医の変更　1/8　深澤院長→馬渡Dr
・
＜患者様連絡事項＞
・小泉　喜作様～娘様来られ、雑誌・煎餅・おかき・砂糖・タバコを持ち込みされています。

・原　吉郎様～12/28(金)採血があります。

・犹守　佑太様～本日12:40外泊から母様付き添いにて帰院されています。外泊中は家の手伝いをする等以前より動けていたそうです。年金受給を受けている事は理解がなく話せていませんが、会話中怒りを抑える場面もあったそうです。12/31(10:00)～1/2(14:00)次回外泊希望あり申請中です。
面談は1月に入ってから主治医の都合の良い日（毎週金曜日15：00～）に合わせて母様が連絡して下さるそうです。

・山口　富造様～ＰＳＷより、役所から生活保護費を過払いしていた旨の、返金の督促状が来ており、本人様より現金（18900円）を預かりＰＳＷの代行で返金するとのことで本人様も納得した上で進めています。

・松谷　和也様～国民年金保険料免除理由該当届の提出のお知らせが本人宛に届いており
ＳＰＷが対応していきます。

・成田　富士子様～郵便物受け取りの住所変更用紙がきておりＳＰＷが対応していきます。

・高橋　康満様～本日、スタッフ付き添いにてサンデーで置時計、単三電池、腕時計を購入しています。

・大上　なみ様～本日スッタフ代行にて、腕時計を購入しています。

＜要注目患者様＞
・佐々木　淳様～朝食を全量摂取後、女性スタッフが「そろそろ帰りましょうか」と声掛
けすると「うるせえ！」と易怒性あり、時間を少しおいて男性スタッフ
が声掛けすると「うるせえ！」と握り拳で威嚇したとのこと。その後、
病棟に帰ろうとしたので、女性スタッフが後ろから距離を置いてついて
行くとエレベーター前で「来るな！」と言って握り拳で右顎を殴打して
います。エレべーターに一緒に乗ろうとすると女性スタッフを両手で押
し退け、本人様が1人乗ったままで帰棟しています。服薬の為、スタッ
フが声掛けするも「知らねえ！うるせえ！」と易怒的です。ＯＴ室では
他病棟の患者様にトイレを急かされたとその方を叩いています。
易怒的、問題行動、表情の硬さ等が見られています。精神状態を観察し
転倒等しない様にしましょう。

・高橋　伸治様～右顎下に痛みは軽減してきており、朝食2/3・昼食2/3摂取されています。熱感・倦怠感なし、36.6℃(13：00) 。作業療法・リハプロは休まれていますが喫煙はされています。引き続き様子観察していきましょう。

・原　吉郎様～13:00右耳下の痛みを訴えられています。腫脹あり、体温36.3℃押すと痛みあるが倦怠感なし。午後からは入浴もしています。引き続き様子観察していきましょう。

・成田　富士子様～昼食後の服用後、頓服を服用しています。理由については個人名は挙げず「気になる人がいて、今日は1日ダメだと思います。」とだけ話されています。

・齊藤　光枝様～昼食のレストランへの往復は車椅子で、棟内は歩行器で移動されていま
す。昼食後薬服用後、頭痛を訴え頓服薬を服用されています。出来るだ
け歩行器使用を促していきましょう。

＜深澤Ｄｒケース検討＞
[bookmark: _GoBack]・松谷　さと子様～他者との交流はあるものの、一方的に声を荒げて話す事が見受けられます。床屋を希望するも他者の意見に左右されその都度訴えて来られ最終的に取り止めています。引き続き、精神症状や夜間の睡眠状況観察していきましょう。

・内田　都影様～ＯＴには気分が乗らないと行こうとしない事があります。他病棟の患者様から衣類2枚貰い隠して病棟に持って帰る行為がありました。自分を正当化しようとスッタフのせいにしようとしたりします。妄想に左右された内容もあります。引き続き、プログラム参加や食事摂取を促し、トラブルに注意していきましょう。

・松谷　和也様～特変無く経過しています。母のさと子様ともに、自宅への退院は困難な
状況です。主治医より提案された衣類購入のため、外出を調整していき
ます。

・巴　勇樹様～特変無く経過しています。たばこの本数を減らしたいと6本から4本に減
らしています。施設への入所は、喫煙がネックとなり現状進んでいません。
処方継続です。

・松永　勘五郎様～特変無く経過しています。退院支援を進めていきます。処方継続です。

・五日市　規様～著変無く経過し、入浴や睡眠状況は良好です。他者との交流もみられて
います。引き続き、精神症状や夜間の睡眠状況を観察していきましょう。
